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 北海道の北部に分布する泥炭地は、明渠や暗渠による地下水位低下や客土により採草放

牧地等として土地利用が図られている。しかし、過度の地下水位低下は農地基盤の沈下を

生じさせ、農地周辺の地下水環境にも影響を与える。その原因のひとつとして、好気的環

境となることで泥炭を構成する植物遺骸が分解し、消失することが考えられる。  
本研究は泥炭農地の土壌分析及び炭素放出データから、現状における泥炭の分解による

沈下量の評価を試みた。 

�. 泥炭�の����������� 

 北海道豊富町の泥炭農地(1960 年代初期に造成(無客土)、1980 年代に約 0.1m 厚の客土の

工事実績)に 8 本のボーリング(約 6m 深度まで)とシンウォールサンプリングを実施し、土

層の自然含水比、乾燥密度、土粒子密度、間隙比、強熱減量および全炭素含有量を計測し

た。現地の地下水位は泥炭層上面より 0～1.1m 深さ(平均 0.56m 深さ)にあり、約 4ｍ層厚

の泥炭、その下位に腐植物混じりの粘性土から成る土層構成である。 

 泥炭層の乾燥密度の鉛直分布には深度依存性は無く（図 1）、堆積した植物遺骸の量に間

隙構造が支配されている(図 2)。また、泥炭の強熱減量と炭素含有量の関係（図 3）と炭素

含有量と間隙比の関係(図 4)に線形的な相関が表れている。  
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図 1  泥炭の乾燥密度の鉛直分布 
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図 2  泥炭の強熱減量と間隙比の関係 

図 3  泥炭の強熱減量と炭素含有量の関係 図 4  泥炭の炭素含有量と間隙比の関係 
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�� 泥炭地の炭素放出量  
 泥炭農地からの炭素放出(土壌呼吸)は、牧草

(根)の呼吸と有機物分解によるため、牧草根を

取り除いた泥炭層表面からの放出量をチャンバ

ーと赤外線 CO2 アナライザーで 8 月から 12 月

まで計測した 1)。また、地下水位の平均深度が

約 0.2m、0.4m と異なる 2 地点において計測し

た。気温(≅G.L.-0.05m の地温)と地下水位と炭素

放出量の関係は図 5 となった。表 1 に調査地近

傍の稚内の気象資料の要約と図 5 の関係式から

推定した年間炭素放出量を示す。年間炭素放出

量は、植生帯における土壌呼吸の既報値にオー

ダーは符合した 2)。 

 
 
 
 
 
 

�� 泥炭の炭素放出����下量�間隙�化量�の推量 

 炭素放出により、図 6 に示すように土壌中の間隙が減少

するとした仮説に基づき、表 1 の年間炭素放出量から泥炭

中の炭素減少量を計算し、図 4 の関係式から間隙比の変化

量を求めて、それを沈下量に換算した。ただし、土粒子（密

度：1.5g/cm3）の体積変化(ΔVv)は無視するものとし、初

期状態の泥炭の乾燥密度を 0.118g/cm3、炭素含有量を 55.3%
とした(表 2 参照)。その結果、泥炭の炭素放出による沈下

量は、平均地下水位の深さが 0.2m、0.4m の場合それぞれにおいて、年間 1mm、2mm と推

定された。  
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 炭素放出による泥炭農地の沈下量について概算結果を報じた。今後は現地調査の継続と

室内実験等を実施し、以上の仮説的なシナリオの検証及び精査を行い、圧密沈下機構を組

み入れた沈下モデルを構築したい。 
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図 5 気温、地下水位及び炭素放出量 

の関係 

Ｃf = 7.71 Ｔ1.17 ・

Ｃ f ：炭素放出量 [ mgC/m2/h ]
Ｔ：気温(地温)[℃] ,  Ｄ：地表面からの地下水位[m]

Ｄ
(1.26-0.0174Ｔ)

ここに,

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
日最高(℃)* (0.2) (-3.0) (-3.0) (0.8) 7.0 11.8 15.5 19.9 22.2 19.5 13.5 5.8 年間炭素
日平均(℃)* 4.4 8.7 12.4 16.8 19.2 16.4 10.5 3.2 放出量

日最低(℃)* 1.7 5.8 9.7 14.4 16.7 13.5 7.5 0.6 gC/m2/年
備考

地下水位 0.2 m 4.7 12.1 19.7 32.8 41.0 30.5 15.9 3.1 160
G.L.- 0.4 m 10.6 26.1 40.6 64.1 77.9 60.0 33.5 7.2 320

* 気象データは稚内の月別平均気温統計値(気象庁提供1971年～2000年データほかによる)

積雪期間、厳寒な期間

有機物分解を考慮しない期間 地温(気温)により活性が異なる、有機物分解(土壌呼吸の一部)を考慮する期間

月間炭素放出量の計算値

gC/m2/月

表 1 泥炭地からの年間炭素放出量の推定 

図 6 泥炭の間隙構造の模式 

表 2  泥炭土壌の物理性・化学性の要約 


